
関節疾患の季節的変動           和田整形外科 和田 研 
 
１.関節リウマチと季節 
☆リウマチ症状と気象の関係に否定的な文献 
 Gorin9), Drane5), Redelmeier25), van de Laar34), Sibley30), Latman13) 
☆ リウマチ症状と気象の関係に肯定的な文献 
 Strusberg32), Patberg18-22), Aikman1), Guedj10), Dequeker4), Rasker24), Hill11), 

Edstrom6) 

1) 気象要素を実験的に変化させて分析した文献 
  a）Edstrom6)：“microclimate”という温度（32℃）、湿度 35％の部屋に 
   リウマチ患者を 3ｶ月生活させたところ、疼痛・こわばり・腫脹の軽減と 
   咽頭培養菌の減少が認められた。元の環境に戻ると、元に戻った。 
  b）Hill11)：“Climatron”： 温度・湿度・気圧・風・電離の 5 つの因子を変化させるこ

とができる 15feetの四角い部屋でリウマチ患者を生活させ、症状を Lansbury
指数で評価した。（患者には変化は知らされない。） 

   湿度の上昇と気圧の下降の組み合わせのときだけリウマチの症状が悪化した。
変化後、安定すれば症状も安定した。 

2）海外文献における気象要素とリウマチ症状の関連性 
 

 気温 湿度 気圧 
Patberg18-22) ＋ ＋ なし 
Guedj10) ＋ なし ＋ 
Dequeker4) － ＋ なし 
Aikman1) － ＋ なし 
Strusberg32) － ＋ ＋ 
Edstrom6) － ＋  
Hill11) なし ＋ － 
Latman13) なし   
Rasker24) なし ＋ なし 
van de Laar34) なし なし なし 
Sibley30) なし なし なし 
Gorin9) なし なし なし 
Redelmeier25) なし なし なし 
Drane5) なし なし なし 

 
 
 
 



2) 文献で見たリウマチ症状と季節 
 日本の文献より 

日本でＲＡ症状が悪い季節

         静岡（中伊豆） 東 3)１９８３年                 大分 延永 17)１９８５年 
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                 滝沢健司 33)１９９１年 

 
 

  
 



 関節痛と気温変化 行山 36)２００４年６名のＲＡ  

                  東京 

 
アンケートの結果では、リウマチ症状は、

梅雨と冬に悪いようである。湿度と気温が

関係していると思われる。 
ただ同一患者を追跡調査した場合は、冬

は症状が軽い。冬は湿度が低い、あるい

は暖房の中で生活するので湿度が低い？ 
 
海外の文献より 
Latman13) １９８１年（ＵＳＡ 温帯気候） 
              ＲＡ患者２８０２人の月別ＣＲＰとＥＳＲ 

           
季節によりＣＲＰとＥＳＲに有意な変動はなかった→一人に１回の検査の為？ 

 
Patberg21)１９９７年 気温と関節痛とＥＳＲの季節変化 オランダ（marine climate） 
  本人がＲＡであり、気候とＲＡ症状を詳細に記録検討した。 

 
気温変化の３０日後、蒸気圧変化の９日後に関節症状が変化する 
湿度が低く、低気温のときが症状がよい。薄着のすすめ。 



 
3）なぜ気候でリウマチの症状が変化するのか？ 
 Hill11)の仮説：”Climatron”での追試で、湿度上昇と気圧低下の時に利尿が 
       おこる。 
     ⇒正常組織では、低気圧に対して細胞内の水分を血流へ押し出す 
      ことで調節しているが、病的な細胞は透過性が悪いため水分を 
      貯留し、細胞内圧があがる。この圧の勾配が疼痛を増し、組織 
      の腫脹をきたす。 
 行山 36)：正常者で急激な気象変化の際、尿中カテコールアミン、セロトニン、 
    コーチゾンなどが増えるのは、適応するための内的変動の結果。 
    リウマチ患者では慢性的関節のストレス状態で適応に関する系がフル 
    に働いているため、適応の余力が少ないことが症状の悪化をもたらす。 
 延永 17）：こりと痛みの発生機序 

 
２.変形性関節症（ＯＡ）と季節 
  ＯＡ症状のみの季節的変動を分析した文献はみつからない。 
  ほとんどの文献が、ＲＡと比較あるいは同時に検討したものである。 

1） Hollander 12) (1963) 
４名のＯＡ患者を Climatron で生活させ、気象要素を変化させて疼痛との関
係を解析した。温度と気圧が、疼痛に影響していた。 

2） Sibley 30) (1985) 
３５名のＯＡ患者で、ＶＡＳと気象要素の関係を統計学的に解析した。 
有意なものは、なかった。 

3） Guedj 10) (1990) 
２４名のＯＡ患者で、関節の疼痛-腫脹、活動性と気象要素を統計学的に解析
した。温度、雨、気圧が疼痛に影響していた。 

4） Strusberg 32) (2002) 
５２名のＯＡ患者で、１年間の疼痛、ＶＡＳ等と気象要素を統計学的に解析し

た。低温と高湿度が、疼痛に影響していた。 
 

ＯＡの疼痛も低温、高湿度、低気圧などで強くなるようである。 



３.痛風と季節 
  痛風発作と季節 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
血中尿酸値と季節 

 
 
 

 

 
痛風発作は春に多いが、尿酸値が高値を示すのは夏である。尿酸結晶の析出が低温で起こることを

考えても説明がつかない。気象要素だけでなく、食生活やホルモンバランスなども考慮に入れる必要

がある。 

 
４.偽痛風と季節 
 

1998 Schlesinger29) 季節と関係なし 

1999 Rovensky26) 秋から冬に多く、夏に少ない

1999 Punzi23) 春に多く、夏に少ない 

1999 Gallerani7) 秋に多い（有意差なし） 

 
５.一過性股関節炎と季節 
  斉藤進 28)（1987） 
   ３月と６月に多かった。風邪がなんらかの誘因となっている？ 
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1920 Williamson35) 春に多い 

1972 McLeod14) 秋に多い 

1994 Arber2) 春と夏に多い、特に７月 

1998 Schlesinger29) 春に多く冬に少ない 

1999 Rovensky26) 春に多く夏に少ない 

1999 Punzi23) 春に多く夏に少ない 

1999 Gallerani7) 春に多く秋に少ない 

1972 Goldstein8) 春から夏にかけて高値 

1996 Saaibi27) 夏、特に７月に高値 

1997 副島 31) 春から夏にかけて高値 



 
６.結論 
1）関節リウマチ：リウマチ症状は日本の文献では、梅雨の時期に悪化し、海外の文
献では、リウマチ症状は夏に悪化し、冬に改善する。 

リウマチ症状の悪化の原因は、湿度の上昇に強い因果関係がありそうである。 

2）変形性関節症：疼痛は、温度や湿度に影響されているが、季節との関係を述べた
文献はなかった。 
3）痛風：春に痛風発作が多い。尿酸値はむしろ夏に高値をしめし、尿酸結晶の析出
は低温でおこることを考えると、説明がつかず、食生活やホルモンのバランスなどを

考えざるを得ない。 
4）偽痛風：季節とはあまり関係がなさそうである。 
5）一過性股関節炎：３月と６月に多かった。風邪が影響している可能性？ 
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